
皆さんの体の中には微弱な電流が流れているのをご存知でしょうか？
体の中を流れる電流を生体電流と言います。この生体電流は、体のあらゆる

組織に作用しています。例えば、心臓や脳、筋肉などは生体電流による電気
信号で機能しています。病院などで心電図や脳波を検査した経験がある方も い
らっしゃると思いますが、これも生体電流を検査しているのです。 こ
の生体電流があるからこそ人間の体は機能しているのです。生体電流が乱れ る
と体に様々な不調が起きます。

人間の細胞ひとつひとつには細胞の外側にプラスイオンと内側にマイナスイオン
があり、身体の内側と外側のバランスが保たれています。プラスとマイナスの
バランスが正常な状態の場合、各臓器に血液が行きわたり、生体電流のバランス
が保たれます。このバランスが崩れると、体の中に流れる生体電流が乱れてしま
い、自律神経も乱れます。その結果、不眠、倦怠感、むくみなどの様々な不調が
起こるのです。

★食生活の乱れ
★運動不足
★疲労・ストレス
★加齢的変化

上記に列挙したものが生体電流を乱すものですが、コロナ禍で運動不足になっ
た方や外出ができずにストレスが増している方などが多いと思います。
最近は乱れた生体電流を調整する治療機器が開発されています。微弱電流療法
と言われ、非常に弱い電流を体に流す機器です。弱い電流なので電気刺激特有
のビリビリとする感覚は殆どなく新しいエネルギー療法です。スポーツの分野
などで使われることが多く日本でも普及し始めています。損傷した細胞は
生体電流に異常が起きていて、それを修復するために人間の体では損傷電流
と呼ばれる電流が流れます。その損傷電流と同じ電流を治療器から流すこと
で壊れた細胞組織を修復してくれるのです。このような治療機器を使いなが
ら自宅内で出来る運動を行うと自律神経の乱れが整い生体電流も流れやすく
なる体になり不調が解消される可能性があります。


